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2023年度の取り組み概要
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参加者の状況-年代
・昨年度から2.5倍の増加
・最年少は13歳、最高齢は92歳
・10代～40代で66%（昨年度は74%）
・次世代層、現役世代と行政がつながるメディアとなりつつある
（課題）
・10代後半から20代の参加者が少ないため、高校生、大学生へのアプローチが有効と考えられる。（次頁参照）

昨年度の年代の傾向

性別の傾向

年代の傾向
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男性女性

10代24%

20代 6%

30代 16%
40代 20%

50代 21%

60代
21%

70代
8%

58%39%



参加者の状況-職業別
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・会社員、中学生、公務員で66%

・小学生、高校生、大学生の参加はより多く期待できる

3



参加者の状況-時系列での増加傾向
・防災2023の参加案内により、 11月のみで249人が参加。

・継続的な広報誌での発信、各種調査の郵送案内による参加機会の確保が
参加者数向上に有効。
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2023年度の各テーマ実施スケジュール
・これまでの取り組みから、庁内から『ポリネコ！』の使い方に理解いただけるようになり、
多くの設問展開が可能となりつつある
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防災2023
・地区ごとの防災意識の確認を実施。
（右図、緑色は、住民と千曲市役所が連携
して防災にあたるタイプ）

・防災の備えについては、
約3分の１以上が、
「防災の備えを、してない」 と回答。
消防団の取り組みと合わせ、市民の日常的な
防災への備えを行う必要があることが確認
できた。

A地区 B地区 C地区 D地区 E地区 F地区

・防災の備えをしているか/していない

34.0%
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

していない
・また、防災の備えを
している場合、どんな
備えをしているかの
傾向も確認することが
できた。

・（防災の備えをしてない）
の回答が、防災の備えを、
していない数値よりも、
低いのは、選択肢を見て
選ぶことで、備えを再確
認できた可能性が考えら
れる。
それでも 回答者の
約３割は、防災の備えを
していない点を重視すべき
と言える。

・回答者の内、半数以上が、
避難場所を決めていない
点も対応が急がれる。

している

・考えタイプ

46.8%
4.3%

43%
31.7%

20.4%
10.2%
4.3%

28.5%

66.0%
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回答者からの『声』-抜粋
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防災2023
8
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43.1% 54.3% 75.5% 79.8%
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・千曲川の氾濫時最高水位についての認知は、半数以下に留まっている。

・ペットの避難所への同行についての認知は50%前半、地域によっては半数以下の場合もあり、
認知向上と対応（避難所のペット対応、ケージや排泄環境）を進める必要がある。
尚、昨年の同じ問題での正答率は43.7％であり、認知は向上している。

・避難所の運営についての正答率は高い。
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防災2023
・災害用伝言ダイヤルの認知は高かったものの、使える時がいつかについては認知の正答率に比較して半数と低い結果が
確認された。訓練の一環などで、スマホから171をダイヤルする体験を用意すること有効と考えられる。

・「てんでんこ」は東日本大震災大震災で広まった言葉であるが、意味の正答率は66%に留まり、その内容への理解は、ほとんど
浸透していないことが明確となった。

・自分が住む地域の災害リスク（ハザードマップ）理解は、極めて低く今後の課題と言える。
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NO
36%

・屋代中学校１年生を対象に「こども基本法」の
設問テーマを展開。
・「こども基本法」の趣旨である、こどもが意見を言える
環境について、学びながら意思表示を行う設問を設計。

・市役所や学校に自分の意見を言えているは、51%
約半数は、意見を言えていない状態。
・民主主義＝多数決との間違った回答は64%であり、
全員にとっての最適解をつくることが民主制であると
の経験ができる、学びの環境づくりが求められる。 9ĺƖ3BHQĽě@MAN?0
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YES
64%

・民主主義は多数決はYES？ ・意見を言えていますか？

こども基本法-屋代中学校での先行展開
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・ワークショップで寄せられた「声」の一部
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こども基本法-屋代中学校での先行展開
・民主主義＝多数決という誤解が過半数を占めていることが判る。

・「こども基本法」 のこどもの定義について、正答率は約1/3であり、「こども基本法」 への理解が現状では、
不十分であったことが判る。

・上記のいずれも、回答プロセスで正解につながる背景情報に触れており、現在の認知は向上していると考えられる。
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こども基本法-屋代中学校での先行展開
・ラーニングパートの後半では、正答率が高くなる傾向を確認できている。
前半の回答で、「こども基本法」への理解がある程度高まった可能性があったと考えられる。

・こどもが選挙権がなくとも、地域や学校に意見が言えることへの正答率は9割を超え、千曲市の「こども基本法」への
対応、および、こどもまんなか社会を具体化するための中学生の意識が、回答プロセスを通じて醸成されていることが
確認できている。
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こども基本法-屋代中学校での先行展開
・国民主権を学校で習うには基本的に小学6年生であるが、正答率は70%に留まっている。

・「こども基本法」の趣旨である、自分の意見が言えているかについては、約半数が意見を言えていない状態にあることが
明らかになった。
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こども基本法-屋代中学校での先行展開
・画面での回答からしばらくあとに、校長先生と生徒数名とのランチミーティングを実施。
回答を共有した状態でランチミーティングを行えたことで、生徒からは屈託のない意見が発せられた。

・1年生対象のワークショップでは、ワークシートを利用して、擬似的に「ポリネコ!CHIKUMA」を体験。
部活や制服、地域にお店がほしいといった多様な意見「声」が多数寄せられた。
今後はこうした「声」に対応を進めてゆくことで、千曲市のこどもまんなか宣言を具現化することができる。

・校長先生と生徒とのランチミーティング ・1年生対象のワークショップ



消防団-操法ポンプ大会について

Ɗȋơ¨93ªǋȮȡWr{bǼŸ
ǱŋZWN2Â,�z�cSwQc

・消防団員の方々を対象に操法大会に関わる 意見収集を実施。

・これまでの取り組み（設問テーマ）から、回答数は多くはない
ものの、市役所が意見を受け止める姿勢が伝わり、長文のコメント、
実感を含むコメントが68人の団員から寄せられた。

・この「声」に応えることが、消防団の持続性を高めることに繋がる
との認識を幹部、関係者から得られ、令和6年度「千曲市消防団改
善計画」（右下）の策定に、つながった。

����

・昨年度からの伏線

15
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・操法大会に向けて準備を
行うのは平日の夜との
回答が、最も多い。



16

Ʃ�3ǵƨ�ơ���
Ɗȋơ¨3ƔĒLȮȡ2Ʃ�93¸ȢLÎǩ�IHĬȹA�H�ơ¨/��à.41��n{jƊĔLĂŅǊ.µ8à3Ȋ�ȵ�/Ā
�H�

ıŷĽ� šî5JI

ǘȴ�ơ¨C¡ĐG93ŘȍƩ3ŋȜ4�ƭñ93ȇě·ǎ/!-Ŋȧ(/Ā�H�Ȋ�ŮǗƓ�'mt3đ�Ʃ���Ǧę�
ĺ�FǛǇ�IHŞȗAîł�FI'���=.Ʃ�4mw{aON.�H�/�F�&3ȱ)�ƯC·ǎ3�ÇLģȒ2ü�
-ý�ǂ�-AF��/�Ŋȧ.�H/Ā�H�

�şÄřCď°�Ɩǡ#Hĕċ�āŲ(�.ƚ�#H34ô­��H�ƭñ3ňȒ2EHĲ�ŘȍƇš4ƭ�3}Ɔ³ȃ3'@
2ǯȧ1ƔĒ.�G�ċ=.~Ŝ2Ŋȧǆ4Ǝ!-�H3.41���Ƥ!�Ìȩ�ƅ/!'ƝŰCāĬǊ4�ȸɂ3įƟ2
�*'à2¬ǿ!-��:�(/Ā�H�

40Ɵ ƫű

ÑÆƽ1Ɛȗ�Ô��¥ĬŞ.�=GȜ2ȱ'1�
į¼3ȔƘ�Ʃ�93ǵƨ�ơ��

ıŷĽ� šî5JI

�;<Ɔ-3Ǘ¼āĬ4ȔƘ/¹"H'@Ƒćǜĩ/#H:�
�Ǒ2Đƿá3āĬ4�ģȒ3½ŦAǠ�®č#H�ȑ�1�
�ƺȹCǗȐǗġä«10AŁL�M.H(�.Ň=H�ȑ�1�
�¥ďȤȍ�ǎAūȷ.äŚLȖF#�ȑ�1���ȑLƬ*-�HģȒAŕ1�!ƌ�1(�

�ƜÜȗ�ȼ|#�H
�ƸŻƽ1Ȇņ(�.1�ŷÚȗ.3ȞÜ10��H/ȵ�
��ǆġ@'FC@FI1��ƞƩ3Ȋȋ10R�j{2#H:�

20Ɵ ƫű

消防団-操法ポンプ大会への「声」
・これまで継続的に設問を案内し、市役所、消防団幹部から呼びかけたを続けたことで、真摯な「声」を寄せていただくことが
できた。こうした「声」にも応えるかたちで、「千曲市消防団改善計画」の策定につながった。
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消防団-操法ポンプ大会について
問：操法⼤会以外の消防団の活動で、あなたが縮⼩すべきと考える⾏事や訓練は

ありますか？
「埴科消防ポンプ操法⼤会・ラッパ吹奏⼤会」、「⻑野県消防ポンプ操法⼤会・ラッパ吹奏⼤会」「任命式」「出初式」の４つが並ぶ
これらは、改善すべきものとして挙げられているものと順番は異なるものの、同じである。
続いて、「新⼊団員勧誘活動」が続く
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消防団-操法ポンプ大会について
問：操法⼤会以外の消防団の活動で、あなたが廃⽌すべきと考える⾏事や訓練は

ありますか？
「埴科消防ポンプ操法⼤会・ラッパ吹奏⼤会」、「⻑野県消防ポンプ操法⼤会・ラッパ吹奏⼤会」の次に、
「新⼊団員勧誘活動」が挙げられている。この後に、「任命式」「出初式」が続く。
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・高校生（特に県立屋代高校の生徒）を対象にした設問を用意したが、多くの回答は得られなかった。

・受験などが念頭にある時期で、市役所に意見を伝えるという動機が乏しい状況も観察された。

・一方、意見からは下記のように、注目すべき回答も得られた。
地域づくりなどでAO入試を検討する生徒などの発掘は有効なアプローチと考えられる。

高校生へのアプローチ
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・「こども基本法」「まちづくり」を基軸に、継続的な展開から参加者を拡大。
住民1000人以上が、千曲市役所とつながる環境を目指す。
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